
日
整
は
11
月
25
日
（
金
）
、

午
後
１
時
か
ら
令
和
４
年
度

の
第
５
回
理
事
会
を
日
整
会

館
で
開
催
し
、
令
和
５
年
度

の
日
整
学
術
大
会
の
日
程
等

を
決
め
た
。
日
程
表
は
２
面
。

主
な
報
告
事
項
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
日
整
が
「
匠
の

技

伝
承
」
10
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
で
指
導
者
育
成
を

目
的
に
講
習
し
た
骨
折
と
脱

臼
の
徒
手
整
復
お
よ
び
固
定

法
を
、
標
準
テ
キ
ス
ト
に
し

て
会
員
と
日
整
登
録
柔
道
整

復
師
に
無
料
配
布
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
、
と
森
川
伸

治
学
術
教
育
部
長
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
徒
手
整
復
技
術
の

全
国
平
準
化
（
日
整
水
準
の

確
立
）
を
目
指
し
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
。
特
に
骨
折
や

脱
臼
の
施
術
経
験
が
少
な
い

若
い
会
員
に
対
す
る
啓
発
に

も
つ
な
が
る
。

令
和
５
年
度
の
柔
道
大
会

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
審
議
。

こ
の
件
は
各
都
道
府
県
柔
道

整
復
師
会
に
対
し
、
会
員
の

柔
道
大
会
や
少
年
柔
道
形
競

技
会
等
の
開
催
に
関
わ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
10
月
に
実

施
し
た
、
と
の
報
告
が
竹
藤

敏
夫
事
業
部
長
か
ら
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
少
年
の
形
の

出
場
枠
を
30
チ
ー
ム
か
ら
47

チ
ー
ム
に
拡
大
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
公
益
事
業
の
観

点
か
ら
都
道
府
県
の
ほ
と
ん

ど
が
賛
成
で
あ
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
て
決
を
採
り
、
各
都

道
府
県
か
ら
１
チ
ー
ム
ず
つ

出
場
す
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
決
定
し
た
。

左
記
の
棒
グ
ラ
フ
、
横
軸

の
１
か
ら
９
の
数
字
は
、
数

が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど

開
催
を
中
止
、
ま
た
は
見
送

る
と
い
う
意
見
。
数
が
大
き

け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
開
催
を

希
望
す
る
意
見
。
結
果
と
し

て
コ
ロ
ナ
禍
等
に
お
い
て
予

選
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
難

し
い
な
ど
、
開
催
に
は
否
定

的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。
一

方
、
歴
史
的
な
経
緯
の
観
点

か
ら
復
活
を
希
望
す
る
意
見

も
一
定
数
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え

て
理
事
会
で
は
令
和
５
年
度

に
つ
い
て
も
会
員
の
大
会
を

見
送
る
方
向
で
意
見
の
一
致

を
み
た
。
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日
整
学
術
大
会
の
日
程
等
決
ま
る

令
和
５
年
度

理

事

会

少
年
柔
道
形
競
技
会

47
チ
ー
ム
に
拡
大

会
員
の
柔
道
大
会
は

見
送
る
方
向
で
一
致

「匠の技 伝承」講習会標準テキスト

日整登録柔道整復師へも

開催を見送ってほしい 開催を継続してほしい

日整全国柔道大会（会員の大会）の今後の開催に係る意見について

１～９のうち、数が、小さければ小さいほど開催を中止・見送る方向の見解、

大きければ大きいほどは開催を継続する方向の見解。
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